
事 項 にんにくにおけるウイルスの発生状況とその生育に及ぼす影響
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にんにくに発生するウイルスの種類が明らかとなり、診断用の抗血清が作製

されたことから、ウイルス検定が容易となった。そこで、県内のニンニクにお

い｜ける名ウイルスの発生状況を調査したところ、その実態が明らかとなった。さ

らに、それらウイルスがにんにくの生育に及ぼす影響も解明されたので、参考

に供する c

指

1 にんにくに発生するウイルスの種類と媒介者

(1) ニンニクウイルスA(GVA）：チューリップサピダニ

(2) ニンニクウイルスB(GVB）：チューリップサピダニ

(3) ニンニクダニイ云染モザイクウイルス（GMbMV:＝ニンニクウイルスC: GVC) 

：チューリップサピダニ

(4) ニンニクウイルスD(GVD）：チューリップサピダニ

(5) リーキイエローストライブウイルス（LYSV）：アブラムシ類

(6) タマネギ黄化萎縮ウイルス（仮称： OYDV）：アブラムシ類

(7) ニンニク潜在ウイルス（GLV）：アブラムシ類

(8) ニラ萎縮ウイルス（CCDV）：アブラムシ類

導

参
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2 発生状況

(1）最も発生量の多いウイルスはLYSVでありほとんどの圃場で高率に発生し

ている。

(2) OYDVやダニ伝搬性の 4種ウイルスの発生量には岡場間差がある。

(3) ダニ伝搬性ウイルスの発生が多い圃場では、黄色条斑をともなった激し

いモザイク症状株が多く観られる。

(4) CLVやCCDVの発生はきわめて少ない。

考

容

3 にんにくの生育に及ぼす影響

! (1) 各ウイルス単独感染の場合、最も影響が大きいのはLYSVで、ついでOYDV、

ダニ伝搬性ウイルス、 GLVの）｜｜買であった。

(2) ウイルスが重複感染するにともなって、影響が大きくなる。

(3) ウイルスの影響は、球径より球重の方に大きく現われる傾向である。

各ウイルスに対する抗血清を用いたウイルス検定により正確な診断ができ、
期待される効果

適切な防除対策が可能となる。

1 青森県グリーンバイオセンターでは各抗血清を提供できる。

利用上の注意事項 2 抗Jfn清による診断には、技術習得のため、数日程度の簡単な研修が必要で

ある。
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［根拠となった主要な試験結果］

表 1 青森県内のにんにくに発生するウイルスの種類と発生状況 （平成 9年青バイオ）

市町村名 地 名
仁3

種
発病 発病 調査 左割合 検定

GV A GV B GV C GV D LYSV OYDV GLV CCDV 口口
程度 株数 株数 （%） 株数

十 和田市 高清 水 フリー OPl 主E 。58 。48 。。。（） 。。（） （） 

七 戸町 {U 立ロISイt匂vζ フリー OPl 鉦 2 58 3.4 40 3 8 。。15 。。
七 戸町 i台部袋 フリー OP2 車圭 37 89 41.6 88 2 7 5 28 3 。。
天間林村 鳥谷 部 フリー OP2 f故 9 59 15.3 48 。l 6 。。“ つ 1 。。
十 和田市 高清水 フリーOP2< 中 33 40 82.5 48 ？ 。。30 3 。。
天間林村 鳥谷 部 フリー OP3 中 43 100 43 96 2 16 。。39 8 。。

十朱 数 124 101 186 368 7 3,1 7 5 114 16 。。
発生割合（財） 0.02 0.09 0.02 0.01 0.31 0.04 。。

十和田市 赤 沼 一般栽培 －市又 • 戸：）：）「 81 67.9 80 18 lO 。。611 9 。。
卜和同市 J.L 崎 ー般栽培 中 101 101 100 96 2 12 。。90 4 。。
十和田市 伝法 寺 一般栽培 中 59 59 100 48 1 。。40 7 。。
七戸町 中 央 一般栽培 軽 45 60 75 48 6 6 。33 11 。。
七戸町 手口 田 一般栽培 中 56 56 100 48 。。l 。48 4 。。
天間林村 イt二 松 一般栽培 重 60 60 100 48 20 30 16 。40 ワ 。。
天間林村 甲 田 一般栽培 重 60 60 100 48 11 9 。。40 :) 「 。。
十和田湖町 j尺 田 一般栽培 中 68 80 85 80 。。。。69 。。
I・和四湖町 j尺 同 ー般栽培 i敷 99 99 100 80 。。。。80 17 。1 
上北町 小川原湖 一般栽培 中 l 62 62 100 18 9 5 。。35 9 。。
五戸町 豊問 内 一般栽培 i敢 50 50 100 48 16 35 。 29 28 。。
五戸町 i支 7J( ー般栽培 i敷 59 59 100 48 48 28 34 4 48 32 。。
合石 村 中 市 一般栽培 中 50 50 100 48 。1 1 。48 1 。。
倉石村 又 重 一般栽培 中 50 50 100 48 44 。。。47 3 。4 
新郷 村 戸 来 一般栽培 中 50 50 100 48 。。。。46 2 。
因子町 日ノ j尺 一般栽培 中 109 109 100 48 。 。。31 10 。
同子 町 石 亀 一般栽培 50 50 100 48 。4 。。48 18 。。
同下町 茂 市 」般栽培 52 52 100 48 48 48 。2' 30 18 。。
三戸町 斗 内 一般栽培 中 50 50 100 18 「:) 32 。 48 34 2 

三六町 同心 町 一般栽培 中 86 86 100 48 7 :) 戸
。｜

47 15 。5 

福 地村 八木 田 一般栽培 i敗 80 80 100 80 68 63 。3 76 28 。。
福地 村 杉 沢 一般栽培 中 80 80 100 48 3 5 。。48 22 。。
常盤 村 J吊 盤 ム般栽培 中 73 73 100 48 l 48 18 。。
常 盤村 7J( •+: 一般栽培 中 l 97 97 100 48 。。。 48 8' 。。

中｜常 盤村 干面 島 一般栽培 50 50 100 48 。l l 48 6 り 。
常盤 村 十高 官官 一般栽培 中 152 152 100 80 4 ムワ, 。73 12 。。

十朱 長女 1803 1856 97.1 1456 300 301 66 13 1299 324 2 13 

発生割合（%） 0.21 0.211 0.05 • 0.01 0.89 0.22 0 0. 01 

表2 数種ウイルスの感染がにんにくに及ぼす影響 （平成 9年育バイオ）

試 験； 区 平均（g球）重 無同処理左比 平均（mm球）任
同 7王
無処理比

無接種区 16.3 100 35.7 100 
LYSVlji独区 12.1 71 32.3 90 
OYDV単独区 13.8 85 33.9 95 
印刷V単独区 13.8 85 32.7 92 
GLV単独区 14.8 91 34.3 96 
GMbMV3種区 11. 6 71 31. 6 89 
LYSV十G'v!bMV2檀重複区 12.0 74 32.6 91 
OYDV + GMbMV 2種重複区 12.5 79 34.1 96 
GLV十GMbMV2種重複区 12.9 79 32.2 90 
LYSV+GMbMV 3種重複区 10.5 61 30.2 85 
OYDV十 GMbMV3種重複区 10.5 64 28.6 80 
LYSV十OYDV十GMbMV3種重複区 8.3 51 26.3 74 
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